
平成29年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主：新産業を牽引する人材育成、副：国際化の加速・推進、地域への貢献）

入学から卒業まで一貫したイノベーション人材の育成 （明石工業高等専門学校）

社会変化に対して、受け身の対応ではなく、自らの意思を持って他者と協働
しながら学び、自らの頭で考えられるイノベーション人材を15歳から育成する。

そのために、入試制度の改革とこれまでの知識量の伝達を重視する教育から学
生の興味関心の喚起、必要な知識の自己修得力、思考力、実践力を総合的に育
てる教育プログラムに変革する。

【成果指標】

○ グローバル化に対応できるイノベーション人材を15歳という低年齢
から育成し、社会問題解決に貢献できる卒業生を多数輩出する。

そのために、AO入試実施と検証およびPBLを基軸としたカリキュラ
ムの改善を行う。

【実施体制】
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協働関係の
多様性創出
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・海外からの短
期留学生との協
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協働PBLの実施

【工程表】

【取組の内容】

【第４期中期目標期間への展開(見込み)】○ PROGテストによる３年次学生（18歳）のコンピテンシー総合得点の向上 ：

3.04（H28）→ 3.５（H30）※大学の工学部学生の平均値3.47を上回る水準

○ 国際協働プログラムへの参加者数の増 ： 47名（H28）→ 100名（H30）

○ 海外インターンシップ参加者数の増 ： 3名（H28）→ 28名（H30）

【取組の目的】
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Act i o n ①

AO 入試の導入
・ グ ループワ ーク に取

組と き に リ ーダーシ ッ

プを 取れる 学生が入学

する 。

・ 積極的に課外プロ グ

ラ ム にも チャ レ ン ジす

る 学生が入学する。

Act i o n ②

PBL の充実

導入済みの学科横断科目

・ AL 入門、 グ ロ －バルス タ ディ ーズ入門（ 1 年生）

・ Co + w o r k （ 全学科、 2 ・ 3 ・ 4 年、 P BL 科目）

・ 情報リ テ ラ シ ー教育（ 1 年生）

・ 防災リ テ ラ シ ー教育（ 2 年生）

Act i o n ③

協働関係の多様性創出
・ 協定校から の短期留学

生が P BL 科目に参加す

る 。

・ 地域貢献を サービ ス

ラ ーニ ン グ と 位置づけ

る 。

卒業時に持っ て いる 力

・ P BL 科目の充実によ

り 、 自ら 課題を 見つ

け 、 主体的・ 能動的に

問題解決に取組む。

・ その過程を 通じ て知

識・ ス キ ルを 身に着け

る 。


